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初の国際ＮＧＯ出身の国会議員。
ハイチ地震援助など世界５２カ国を訪問。

◆1950年 日立市生まれ
◆日立市二葉幼稚園・会瀬小・茨城大学付属中・水戸一高

慶應義塾大学文学部を卒業
◆難民を助ける会、国際ＭＲＡ日本協会理事
◆1996年～ 衆議院議員当選(2期・東京選挙区)
◆2007年～ 参議院議員当選(2期・茨城選挙区)

◆政 府 役職：財務副大臣
◆参議院役職：拉致問題特別委員長、財政金融委員長(2回)

国家基本政策委員長
◆民主党役職：国際局長(3回)、ネクスト防衛副大臣

ネクスト沖縄北方副大臣
◆民進党役職：国際局長、ネクスト外務大臣
◆教 職 関係：聖学院大学非常勤講師

横浜国立大学非常勤講師
◆現 在：参議院外交防衛委員会筆頭理事
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激動の世界と国難の日本
2017年9月に会談した米国共和党系シンクタ

ンク、ヘリテージ財団の幹部は「今の世界は北
朝鮮とアメリカのトップ2人が予測できない不
安定要因がある」と述べました。私をインタビュー
した米国NBCテレビの記者は「安倍首相は自分
の支持率を上げてくれた北朝鮮の金正恩に感謝
すべきでないか」と述べました。

アメリカのワシントンにあるホロコースト記
念館に「ファシズムの14の初期兆候」という言
葉が掲示されています。熱烈な軍国主義、マス
コミの統制、縁故主義など2人の本質を見事に
表しています。

軍事衝突を煽る二人を盲目的に支援する安倍
首相自身が国難です。その政権交代の千載一遇
のチャンスを逃したのが10月の総選挙でした。

希望の党小池百合子代表と民進党前原誠司代
表による野党の大連合が実現し、政権交代の可
能性も一時は出現しましたが、いわゆる「排除
と踏み絵の論理」によって潮目が逆流しました。
民進党系の議席は約30議席増となりましたが野
党分断という傷を負い、安倍一強政治を存続さ
せてしまいました。

総選挙後は参議院のほとんどと衆議院無所属
の会の議員が民進党に残り、3つに分かれた衆
院議員の仲立ち役を務めていく決意です。今回
明らかになったことは各小選挙区で野党統一候
補が1対1で闘えば勝てるという事実です。それ
以上に国民と連帯した受け皿作りが重要です。
その為に私は全力で闘って参ります。更なるご
支援をお願い申し上げます。

①強大で執拗な国家主義の宣伝

②人権の重要性の蔑視

③団結のための敵 / スケープゴートづくり

④軍隊の優位性 / 熱烈な軍国主義

⑤性差別の蔓延

⑥マスメディアの統制

⑦国家の治安への執着

⑧宗教と支配層エリートの癒着

⑨企業権力の保護

⑩労働者の力の抑圧もしくは排除

⑪知性と芸術の軽視と抑圧

⑫犯罪取り締まりと刑罰への執着

⑬縁故主義と汚職の蔓延

⑭不正選挙

～ ファシズムの14の初期兆候 ～



▲ 連合逢見直人事務局長へ牧山国際局
長と訪米報告。アメリカ労働総同盟(AFL
CIO)への訪問や北朝鮮問題が中心です。

▲ ｢全米祈祷朝食会議｣ に出席。トランプ
大統領は、｢宗教の自由を守る｣という異
色の演説を行いました。

▲ ネット番組｢ニューズ・オプエド｣に
3回出演。訪米・訪欧、10月の衆院解
散総選挙について報告しました。

活 動 報 告

▲ WCRP(世界宗教者平和会議)国際活
動支援議員懇談会開催。ベトナム･ラオス･タ
イの宗教指導者代表団をお迎えしました。

▲ 外国籍BC級戦犯者問題の早期解決を
願う集いに参加。日韓議連を中心に支援
法案提出を目指します。

▲ スイスの国際IC（MRＡ）会議に出席。
戦後の独仏の和解や日本の国際社会復
帰の橋渡し役を果たした場所です。

▲ 超党派｢沖縄等米軍基地懇談会｣(会長
代理：藤田幸久)で翁長雄志沖縄県知事
から要望を受け取りました。

▲ 茨城5区の大畠章宏元衆院議員の後
継の浅野哲さん、6区の青山大人さんが、
逆風を乗り越え見事初当選！

▲ スイス大使館主催のポスト・ダボス
レセプションに出席。日立製作所の中
西宏明会長とも話しが弾みました。

▲ 牛久市で開催された｢横綱稀勢の里 郷
土後援会総会・激励会｣に出席。

▲ 寺島実郎日本総合研究所会長が主査
を務める「世界の構造転換と日本の進路
を考える会」が、茨城県で開催されました。

▲ 国際ＩC日本協会の研修会(富士山)で、
今後の活動に関するビジョン作りのブレー
ンストーミングを行いました。


